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特別損失の計上及び業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2025年３月期におきまして、下記のとおり特別損失を計上いたしました。また、2025年２月 12日

に公表しました 2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月 31日）の業績予想と実績に下記のとおり差異

が生じましたのでお知らせいたします。なお、配当予想に修正はございません。 

 

記 

 

１．特別損失（減損損失）の計上について 

当社が運営する映画館資産、連結子会社札幌開発株式会社及びテアトルダイニング株式会社が運営する飲食

店及び製造工場資産、連結子会社アクシーの本社資産（建物・設備等）について、「固定資産の減損に係る会

計基準」に基づき、将来の回収可能性を検討した結果、2025 年３月期第４四半期連結会計期間において特別

損失として 236百万円の減損損失を計上いたしました。 

 

２．業績予想と実績の差異 

（1）2025年３月期通期連結業績予想数値と実績の差異(2024年４月１日～2025年３月 31日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰

属する当期純利益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

18,000 

百万円 

50 

百万円 

50 

百万円 

2,200 

円 銭 

306.31 

今 回 実 績 （ Ｂ ）  18,387 267 271 3,039 429.04 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 387 217 221 839  

増 減 率（ ％ ） 2.2 435.1 442.9 38.2  

( ご参考 ) 前期実績 

( 2 0 2 4 年 ３ 月 期 ) 
17,087 248 294 233 32.46 

 

（2）差異の理由 

2025 年３月期において、主に不動産市況の好況をうけ、中古マンション再生販売事業において、販売件数、

利益率ともに計画を上回ったことにより、売上高、営業利益、経常利益が前回予想を上回りました。また、上

記に加え、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、税効果会計の影響により、前回予想を大きく上

回りました。 

以 上 


